
コード番号
(統一番号 ) 検 査 項 目 名 検体量

(mL) 容器 保存 検査方法 基 準 範 囲 所要
日数

実施料
判断料 備　　考

年齢（歳） 年齢（歳）基準範囲

男 性

18～20

21～30

31～40

41～50

51～60

61～70

  71～

18～20

21～30

31～40

41～50

51～60

61～70

  71～

240～5370

850～6900

1060～4640

700～4950

380～3130

240～2440

50～2530

基準範囲

女 性

510～3210

180～3910

230～2660

190～2310

80～1880

120～1330

70～1770

( mL)ng/

年齢（歳） 男 性 女 性

(pg/mL)

20～29

30～39

40～49

50～59

60～80

8.8～31.7

7.3～28.9

6.2～24.9

6.1～25.0

5.8～18.2

1.5～4.9

0.8～4.1

0.5～4.0

　
(未設定)

30

内分泌学検査

内
分
泌
学
検
査

●副腎皮質ホルモン

蓄　尿
2

Ｓ24 冷蔵 LC-MS/MS

Ｍ　　　　　0.12〜0.93
Ｆ　卵胞期　0.16〜1.28
　　黄体期　0.69〜4.70	

㎎/day

　　閉経後　1.00以下

213※14

生Ⅱ 蓄尿時は冷暗所に保管し
てください。

（保存剤による影響はあり
ません）
24時間蓄尿量明記ください｡

32335
(4F055)

プ レ グ ナ ン ジ オ ー ル
(Ｐ2)

6

8

血　清
0.5

T1 冷蔵 E C L ＩＡ
M　　　　　1.31〜8.71
Ｆ　閉経前　0.11〜0.47	 nℊ/mL
　　閉経後　0.04〜0.43

119※14

生Ⅱ
性別、年齢を必ず明記くだ
さい。

32312
(4F065)

テ ス ト ス テ ロ ン
1

2

血　清
0.5

T1
↓
S3

E Ｉ Ａ 下表2参照 159※14

生Ⅱ
性別、年齢を必ず明記くだ
さい。

32345
(4F070)

遊 離 テ ス ト ス テ ロ ン
4

6

蓄　尿
2

Ｓ24 冷蔵 LC-MS/MS

Ｍ　　　　　0.25〜1.48
Ｆ　卵胞期　0.07〜1.24
　　黄体期　0.25〜1.58	

㎎/day

　　閉経後　1.00以下

232※14

生Ⅱ
32340
(4F060)

プ レ グ ナ ン ト リ オ ー ル
(Ｐ3)

6

8

血　清
0.6

T1
↓
S3

C L E I A 下表�参照 164※14

生Ⅱ
性別、年齢を必ず明記くだ
さい。

32226
(4D090)

デヒドロエピアンドロステロン
サルフェート

(ＤＨＥＡ−Ｓ)

3

5

●性腺・胎盤ホルモン

※14　1回に採取した血液等を用いて3項目以上検査を行った場合、項目数により次の点数となります。
　　　　　3〜5項目………410点　6〜7項目………623点　8項目以上………900点

凍結

凍結

�DHEA-S基準範囲 2遊離テストステロン基準範囲

血　漿
0.5

T6
↓
S3

C L E ＩＡ

4.0〜82.1	 pℊ/mL
122※14

生Ⅱ

早朝15分以上座位にて
安静後、指定の容器に採
血してください。
十分混和し速やかに遠心、
血漿分離してください。

37901
(4D115)

ア ル ド ス テ ロ ン

3

4

蓄　尿
1

S24 1.0〜19.3 ㎍/day
122※14

生Ⅱ

添加剤無しで24時間蓄尿
し、尿量測定後、速やかに
必要量を凍結して提出し
てください。
24時間蓄尿量明記ください｡

38021
(4D115)

4

6

血　清
0.5

T1 DeMoor変法
(午前10時採血)
　7.0〜23.0 

㎍/dL
60
生Ⅱ

38050
(4D035)

11−ハイドロキシコルチコステロイド
(11−OHCS)

3

9

凍結

冷蔵

凍結


